
（
九
）
秋
の
日
、
僧
正
大
師
を
賀
し
奉
る
詩 

  

奈
良
か
ら
西
南
約
三
十
㎞
圏
内
に
、
役
行
者
（
役
小
角
）
が
拓
き
古
く
か
ら
霊
威
の
宿
る
山
と
さ
れ
て

き
た
修
験
の
山
々
、
大
和
の
金
剛
・
葛
城
山
系
が
あ
る
。
大
学
寮
か
ら
姿
を
く
ら
ま
し
て
す
ぐ
、
修
行
者

（
優
婆
塞
）
に
な
り
た
て
の
真
魚
こ
と
空
海
が
は
じ
め
て
伏
し
た
の
は
こ
の
山
地
で
は
な
か
っ
た
か
。 

こ
の
山
は
役
行
者
の
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
真
魚
の
時
代
に
は
も
う
日
本
の
山
岳
修
行
の
メ
ッ
カ
に

な
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
前
後
に
は
組
織
化
さ
れ
た
修
験
（
顕
）
が
盛
ん
に
な
り
、
大
峯
修

験
（
密
）
と
と
も
に
最
盛
期
を
迎
え
た
。
今
の
和
歌
山
市
加
太
沖
の
紀
淡
海
峡
友
ヶ
島
（
四
島
）
を
起
点

に
和
泉
山
脈
か
ら
金
剛
山
地
に
入
り
、
金
剛
山
・
葛
城
山
・
二
上
山
・
逢
坂
を
経
て
明
神
山
北
麓
の
亀
の

瀬
ま
で
、
神
霊
が
宿
る
二
十
八
ヶ
所
に
『
法
華
経
』
二
十
八
品
を
一
巻
ず
つ
納
め
る
経
塚
が
祀
ら
れ
た
。 

 

こ
の
峰
中
、
大
和
葛
城
山
は
修
験
道
の
始
祖
役
行
者
が
生
ま
れ
そ
し
て
行
場
を
拓
い
た
霊
山
で
、
役
行

者
の
誕
生
の
地
に
は
七
世
紀
前
半
に
舒
明
天
皇
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
と
い
う
吉
祥
草
寺
が
現
在
も
あ
り
、

真
魚
は
し
ば
し
ば
こ
こ
で
衣
食
の
世
話
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

さ
ら
に
隣
の
金
剛
山
は
こ
こ
も
役
行
者
の
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
だ
っ
た
山
で
、
六
五
五
年
に
役
行
者
が

創
建
し
た
と
い
う
転
法
輪
寺
（
現
在
、
真
言
宗
醍
醐
派
大
本
山
）
が
あ
り
、
今
で
も
醍
醐
寺
系
の
修
験
が

さ
か
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
往
時
、
若
き
日
の
空
海
も
こ
こ
に
止
宿
さ
せ
て
も
ら
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。



金
剛
山
の
頂
か
ら
は
、
吉
野
か
ら
紀
伊
半
島
を
南
北
に
貫
き
熊
野
大
社
へ
と
連
な
る
大
峯
山
系
の
山
々
が

見
え
る
。 

 
吉
野
に
は
昔
、
吉
野
修
験
の
進
発
地
「
柳
の
渡
し
」
か
ら
吉
野
山
と
は
対
岸
の
側
に
比
蘇
（
曽
）
寺
と

い
う
寺
が
あ
っ
た
。
今
世
尊
寺
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
が
昔
の
吉
野
の
入
口
で
あ
る
。
こ
の
比
蘇
寺
に
八

世
紀
前
後
の
頃
元
興
寺
で
義
淵
（
玄
昉
・
行
基
や
道
慈
・
道
鏡
ら
の
師
）
か
ら
法
相
を
学
び
三
論
・
華
厳

も
修
め
た
神
叡
と
い
う
唐
僧
が
い
て
、
二
十
年
間
虚
空
蔵
求
聞
持
法
を
修
し
て
は
よ
く
成
就
し
た
と
い
う
。

そ
の
神
叡
こ
そ
が
真
魚
に
求
聞
持
法
を
教
え
た
人
だ
と
い
う
話
が
あ
る
が
、
神
叡
は
天
平
九
年
（
七
三
七
）

に
入
滅
し
て
い
て
、
空
海
の
若
き
日
と
時
代
が
合
わ
な
い
。 

と
こ
ろ
で
、
大
安
寺
と
比
蘇
寺
と
は
実
は
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
。
当
時
、
例
え
ば
法
隆
寺
と
福
貴
山

寺
、
興
福
寺
と
室
生
寺
の
よ
う
に
、
平
地
の
寺
院
と
求
聞
持
法
な
ど
の
山
林
修
行
を
行
う
山
岳
寺
院
と
が

セ
ッ
ト
の
関
係
に
あ
る
結
び
つ
き
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
最
澄
の
剃
髪
の
師
と
い
わ
れ
る
大
安
寺
の
行
表

は
こ
の
比
蘇
寺
で
晩
年
を
送
り
大
安
寺
に
帰
っ
て
亡
く
な
っ
て
い
る
。
山
林
修
行
に
強
い
関
心
を
も
ち
は

じ
め
た
当
時
の
真
魚
が
大
安
寺
で
比
蘇
寺
の
神
叡
の
こ
と
を
聞
き
、
葛
城
山
か
ら
近
い
こ
の
吉
野
に
足
を

運
び
神
叡
の
消
息
を
た
ず
ね
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。 

 

真
魚
に
吉
野
を
教
え
た
の
は
元
興
寺
の
護
命
で
は
な
か
っ
た
か
。
神
叡
は
元
興
寺
の
法
相
に
お
い
て
護

命
の
大
先
輩
に
あ
た
る
。
し
か
も
こ
の
比
蘇
寺
に
伝
わ
る
「
自
然
智
」
宗
に
お
い
て
も
大
先
達
で
あ
っ
た

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%8E%84%E6%98%89


と
い
わ
れ
る
。 

「
自
然
智
」
宗
と
は
、
こ
の
比
蘇
寺
を
舞
台
に
神
叡
ら
が
拓
い
た
山
林
修
行
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
大

自
然
の
な
か
に
身
を
置
い
て
真
言
・
陀
羅
尼
を
唱
え
つ
づ
け
、
清
浄
な
大
自
然
と
一
体
に
な
っ
た
時
自
ら

の
心
の
な
か
に
顕
れ
る
「
一
切
の
事
物
の
源
底
を
あ
る
が
ま
ま
に
知
る
」（
『
大
日
経
』
の
「
如
実
知
自
心
」

に
類
似
）
直
観
智
を
み
が
く
雑
密
の
一
種
で
、
元
興
寺
や
興
福
寺
の
法
相
僧
も
加
わ
っ
て
い
た
。
護
命
が

こ
の
「
自
然
智
」
宗
の
グ
ル
ー
プ
の
な
か
に
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。 

空
海
の
回
想
で
は
「
こ
こ
に
、
一
沙
門
あ
り
」
、
そ
の
「
一
沙
門
」
に
虚
空
蔵
菩
薩
求
聞
持
法
を
教
え

ら
れ
た
と
い
う
。
「
一
沙
門
」
は
、
大
安
寺
の
勤
操
だ
と
一
般
に
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
別
な
説
で
は
、

同
じ
大
安
寺
の
戒
明
だ
と
も
い
う
。
し
か
し
私
は
、
こ
の
「
自
然
智
」
宗
の
護
命
か
護
命
か
ら
紹
介
さ
れ

た
山
の
行
者
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。 

空
海
は
の
ち
に
天
長
六
年
の
九
月
、
「
秋
の
日
僧
正
大
師
を
賀
し
奉
る
詩
」
と
「
暮
秋
に
元
興
の
僧
正

大
徳
の
八
十
を
賀
す
る
詩
」
の
二
首
を
た
て
続
け
に
護
命
に
贈
っ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
護
命
を
大
師
と

尊
称
し
、
最
澄
に
は
「
子
」
「
汝
」
と
言
い
放
っ
た
の
と
は
対
称
的
で
あ
る
。
空
海
と
護
命
と
の
関
係
は
、

こ
れ
を
論
じ
る
研
究
者
も
寡
聞
に
し
て
聞
か
な
い
が
、
私
は
空
海
に
と
っ
て
表
が
勤
操
で
裏
が
護
命
で
は

な
か
っ
た
か
と
思
え
る
ほ
ど
、
空
海
に
と
り
大
き
な
存
在
だ
っ
た
と
考
え
る
。
あ
の
時
代
、
南
都
の
仏
教

勢
力
の
な
か
で
僧
正
に
ま
で
登
り
つ
め
た
（
空
海
は
大
僧
都
）
護
命
の
在
り
し
日
を
偲
ぶ
よ
す
が
は
、
今

わ
ず
か
に
元
興
寺
の
裏
手
の
小
塔
院
の
隅
に
残
る
小
さ
な
墓
石
だ
け
で
あ
る
。 

 



●
本
文
：
若
夫 

三
老
五
更 

至
尊
致
肉
袒
之
養 

崆
峒
渓
水 

天
子
遺
齊
戒
之
問 

況
復 

巖
下

投
身 

藪
中
捨
位 

斷
臂
示
誠 

割
體
表
信 

渇
求
法
之
思 

馳
殉
道
之
慇
乎 

三
世
索
哆 

因

之
得
果 

十
方
如
知 

脩
之
證
道 

書
き
下
し
：
若
し
夫
れ
、
三
老
五

さ

ん

ろ

う

ご

更こ
う

に
至し

尊そ
ん

肉
袒

に
く
た
ん

の
養
い
を
致
し
、
崆
峒

こ
う
ど
う

の
渓
水
に
天
子
齊さ

い

戒か
い

の
問
を
遺

す
。
況
ん
や
復
た
、
巖
下

が

ん

か

に
身
を
投
じ
、
藪
中

そ
う
ち
ゅ
う

に
位

く
ら
い

を
捨
て
、
臂ひ

じ

を
斷
っ
て
誠
を
示
し
、
體
を
割
い

て
信
を
表
わ
し
、
求
法
の
思
を
渇か

ら

し
、
道
に
殉
じ
る
の

慇
ね
ん
ご
ろ

に
馳
す
る
を
や
。
三
世
の
索
哆

さ

っ

た 

之
に
因

っ
て
果
を
得
、
十
方
の
如に

ょ

知ち 
之
を
脩し

ゅ

し
て
道
を
證
す
。 

私
訳
：
あ
る
い
は
、
そ
も
そ
も
、
（
中
国
周
の
時
代
）
皇
帝
が
臣
下
の
元
老
に
上
半
身
の
衣
服
を
脱
ぎ
、

父
や
兄
に
対
す
る
の
と
同
じ
礼
義
を
も
っ
て
養
い
、
（
道
教
で
言
う
）
伝
説
上
の
皇
帝
で
あ
る
黄
帝
が

崆
峒
山
に
棲
む
千
二
百
才
の
神
仙
・
広
成
子
に
至
上
の
道
を
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
「
お
前
の
治
世
に
な

っ
て
鳥
は
季
節
に
関
係
な
く
飛
び
、
草
木
は
黄
色
に
な
ら
な
い
の
に
落
葉
す
る
よ
う
に
な
っ
て
（
み
な

短
命
に
な
っ
て
）
し
ま
っ
た
」
と
言
わ
れ
、
三
ヵ
月
間
渓
谷
の
水
で
潔
斎
し
て
ま
た
た
ず
ね
る
と
答
え

て
く
れ
た
と
い
う
故
事
を
遺
し
て
い
る
。
ま
し
て
や
さ
ら
に
、
雪
山
童
子
が
雪
山
で
修
行
中
、
そ
れ
を

見
て
い
た
帝
釈
天
が
鬼
神
の
姿
と
な
り
「
雪
山
偈
」
の
前
半
部
の
「
諸
行
無
常 

是
生
滅
法
」
を
説
き



聞
か
せ
、
喜
ん
だ
童
子
は
後
半
部
も
是
非
教
え
て
欲
し
い
と
懇
願
し
た
と
こ
ろ
、
鬼
神
は
今
空
腹
な
の

で
お
前
を
食
べ
た
い
と
言
い
出
し
、
童
子
は
そ
れ
を
承
諾
し
て
「
生
滅
滅
已 

寂
滅
為
楽
」
を
聴
い
た

あ
と
、
鬼
神
に
そ
の
身
を
投
じ
た
と
か
、
善
無
畏
三
蔵
は
仏
道
入
門
す
る
の
に
王
位
を
捨
て
た
と
か
、

中
国
禅
宗
第
二
祖
の
慧
可
禅
師
は
達
磨
禅
師
に
弟
子
入
り
を
許
さ
れ
ず
、
自
分
の
臂
腕
を
切
り
落
し
て

誠
を
示
し
入
門
を
許
さ
れ
た
と
か
、
常
啼
菩
薩
は
法
上
菩
薩
か
ら
法
を
聴
き
た
い
た
め
に
自
分
の
身
体

を
売
っ
て
供
養
し
よ
う
と
し
、
少
年
の
姿
に
な
っ
た
帝
釈
天
に
、
腕
を
切
っ
て
血
を
出
し
腿
か
ら
肉
を

切
り
取
っ
て
献
じ
た
と
か
、
求
法
の
思
い
も
渇
れ
る
ほ
ど
、
仏
道
に
身
を
さ
さ
げ
る
の
に
誠
心
誠
意
で

あ
る
こ
と
に
、
心
が
馳
せ
て
い
た
こ
と
は
言
う
に
及
ば
な
い
。
過
去
・
現
在
・
未
来
の
三
世
の
菩
薩
は

こ
れ
に
よ
っ
て
仏
果
を
得
、
東
西
南
北
ほ
か
十
方
の
如
来
は
こ
の
こ
と
を
修
習
し
て
仏
道
を
成
就
し
た

の
で
あ
る
。 

 

※
註
記
１
：
三
老
五
更
は
、
中
国
周
の
時
代
の
制
度
で
、
皇
帝
が
臣
下
の
長
老
を
父
や
兄
に
対
す
る
礼
を

も
っ
て
養
っ
た
こ
と
。
三
老
は
も
と
も
と
秦
代
・
漢
代
の
地
方
の
元
老
の
鄕
官
で
あ
る
が
国
の
制
度
に

な
っ
た
。
民
の
教
化
育
成
に
あ
た
っ
た
。
五
更
は
、
一
夜
を
五
分
し
て
初
更
・
二
更
・
三
更
・
四
更
・

五
更
の
五
更
、
午
前
二
時
頃
か
ら
四
時
・
五
時
・
六
時
頃
の
時
刻
、
寅
の
刻
、
戊
夜
と
い
う
意
味
で
あ

る
が
、
こ
こ
は
中
国
古
代
の
官
職
名
。
五
更
の
時
刻
に
は
朝
起
き
て
し
ま
う
年
寄
り
を
老
臣
に
重
ね
た

と
も
考
え
ら
れ
る
。 

※
註
記
２
：
至
尊
は
、
天
子
・
皇
帝
。 



※
註
記
３
：
肉
袒
は
、
上
半
身
の
衣
服
を
脱
い
で
肌
を
見
せ
る
故
事
。
敬
服
・
歓
迎
・
降
伏
の
意
を
表
す
。

『
史
記
』
索
隠
、
同
じ
く
藺
相
如

り
ん
そ
う
じ
ょ

伝
（
刎
頸

ふ
ん
け
い

の
交
り
な
ど
で
有
名
）、
『
春
秋
左
氏
伝
』
宣
公
一
二
年
に

見
え
る
。 

※
註
記
４
：
崆
峒
は
、
道
教
で
言
う
伝
説
上
の
山
。
道
教
で
有
名
な
皇
帝
黄
帝
が
、
崆
峒
山
に
棲
む
神
仙
・

広
成
子
（
『
神
仙
伝
』
に
出
て
く
る
）
が
千
二
百
才
の
時
に
、
至
上
の
道
を
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
「
お

前
の
治
世
に
な
っ
て
鳥
は
季
節
に
関
係
な
く
飛
び
、
草
木
は
黄
色
に
な
ら
な
い
う
ち
に
落
葉
す
る
よ
う

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
言
わ
れ
、
三
ヵ
月
間
潔
斎
し
て
ま
た
た
ず
ね
る
と
答
え
て
く
れ
た
、
と
い
う

故
事
。 

※
註
記
５
：
齊
戒
は
、
水
に
入
っ
て
沐
浴
し
身
を
浄
め
る
こ
と
。 

※
註
記
６
：
巖
下
投
身
は
、
有
名
な
雪
山
童
子
の
「
無
常
偈
」
（
「
諸
行
無
常 

是
生
滅
法 

生
滅
滅
已 

寂

滅
為
楽
」
）
の
故
事
。 

『
大
般
涅
槃
経
』
聖
行
品
（
第
七
之
四
）
に
「
爾
時
釋
提
桓
因
。
自
變
其
身
作
羅
刹
像
形
甚
可
畏
。
下

至
雪
山
去
其
不
遠
而
便
立
住
。
是
時
羅
刹
。
心
無
所
畏
勇
健
難
當
。
辯
才
次
第
其
聲
清
雅
。
宣
過
去
佛

所
説
半
偈 

諸
行
無
常 

是
生
滅
法 

説
是
半
偈
已
便
住
其
前
。
所
現
形
貌
甚
可
怖
畏
。
顧
眄
遍
視
觀

於
四
方
。
是
苦
行
者
。
聞
是
半
偈
心
生
歡
喜
。
譬
如
估
客
於
險
難
處
夜
行
失
伴
恐
怖
推
求
。
還
遇
同
侶

心
生
歡
喜
踊
躍
無
量
。 

 



善
男
子
。
我
於
爾
時
復
作
是
念
。
我
今
無
智
。
而
此
羅
刹
或
能
得
見
過
去
諸
佛
。
從
諸
佛
所
聞
是
半
偈
。

我
今
當
問
。
即
便
前
至
是
羅
刹
所
作
如
是
言
。
善
哉
大
士
。
汝
於
何
處
得
是
過
去
離
怖
畏
者
所
説
半
偈
。

大
士
。
復
於
何
處
而
得
如
是
半
如
意
珠
。
大
士
。
是
半
偈
義
乃
是
過
去
未
來
現
在
諸
佛
世
尊
之
正
道
也
。

一
切
世
間
無
量
衆
生
常
爲
諸
見
羅
網
所
覆
。
終
身
於
此
外
道
法
中
。
初
不
曾
聞
如
是
出
世
十
力
世
雄
所

説
空
義
。 

善
男
子
。
我
問
是
已
。
即
答
我
言
。
大
婆
羅
門
。
汝
今
不
應
問
我
是
義
。
何
以
故
。
我
不
食
來
已
經
多

日
。
處
處
求
索
了
不
能
得
。
飢
渇
苦
惱
心
亂
讇
語
。
非
我
本
心
之
所
知
也
。
假
使
我
今
力
能
飛
行
虚
空

至
欝
單
越
。
乃
至
天
上
。
處
處
求
食
亦
不
能
得
。
以
是
之
故
我
説
是
語
。
善
男
子
。
我
時
即
復
語
羅
刹

言
。
大
士
。
若
能
爲
我
説
是
偈
竟
。
我
當
終
身
爲
汝
弟
子
。
大
士
。
所
説
者
名
字
不
終
義
亦
不
盡
。
以

何
因
縁
不
欲
説
耶
。
夫
財
施
者
則
有
竭
盡
。
法
施
因
縁
不
可
盡
也
。
雖
無
有
盡
多
所
利
益
。
我
今
聞
此

半
偈
法
已
心
生
驚
疑
。
汝
今
幸
可
爲
我
除
斷
説
此
偈
竟
。
我
當
終
身
爲
汝
弟
子
。
羅
刹
答
言
。
汝
智
太

過
但
自
憂
身
。
都
不
見
念
今
我
定
爲
飢
苦
所
逼
。
實
不
能
説
。
我
即
問
言
。
汝
所
食
者
。
爲
是
何
物
。

羅
刹
答
言
。
汝
不
足
問
。
我
若
説
者
令
多
人
怖
。
我
復
問
言
。
此
中
獨
處
更
無
有
人
。
我
不
畏
汝
何
故

不
説
。
羅
刹
答
言
。
我
所
食
者
唯
人
暖
肉
。
其
所
飮
者
唯
人
熱
血
。
自
我
薄
福
唯
食
此
食
。
周
遍
求
索

困
不
能
得
。
世
雖
多
人
皆
有
福
徳
。
兼
爲
諸
天
之
所
守
護
。
而
我
無
力
不
能
得
殺
。
善
男
子
。 

我
復

語
言
。
汝
但
具
足
説
是
半
偈
。
我
聞
偈
已
當
以
此
身
奉
施
供
養
。
大
士
。
我
設
命
終
。
如
此
之
身
無
所

復
用
。
當
爲
虎
狼
鵄
梟
鵰
鷲
之
所
噉
食
。
復
不
得
一
毫
之
福
。
我
今
爲
求
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
。
捨

不
堅
身
以
易
堅
身
。
羅
刹
答
言
。
誰
當
信
汝
如
是
之
言
。
爲
八
字
故
棄
所
愛
身
。 



善
男
子
。
我
即
答
言
。
汝
眞
無
智
。
譬
如
有
人
施
他
凡
器
得
七
寶
器
。
我
亦
如
是
。
捨
不
堅
身
得
金
剛

身
。
汝
言
誰
當
信
者
我
今
有
證
。
大
梵
天
王
釋
提
桓
因
及
四
天
王
能
證
是
事
。
復
有
天
眼
諸
菩
薩
等
。

爲
欲
利
益
無
量
衆
生
。
修
行
大
乘
具
六
度
者
。
亦
能
證
知
。
復
有
十
方
諸
佛
世
尊
利
衆
生
者
。
亦
能
證

我
爲
八
字
故
捨
於
身
命
。
羅
刹
復
言
。
汝
若
如
是
能
捨
身
者
。
諦
聽
諦
聽
。
當
爲
汝
説
其
餘
半
偈
。
善

男
子
。
我
於
爾
時
聞
是
事
已
心
中
歡
喜
。
即
解
己
身
所
著
鹿
皮
。
爲
此
羅
刹
敷
置
法
座
。
白
言
。
和
上
。

願
坐
此
座
。
我
即
於
前
叉
手
長
跪
而
作
是
言
。
唯
願
和
上
。
善
爲
我
説
其
餘
半
偈
令
得
具
足
羅
刹
即
説 

生
滅
滅
已 

寂
滅
爲
樂  

 

爾
時
羅
刹
説
是
偈
已
復
作
是
言
。
菩
薩
摩
訶
薩
今
已
聞
具
足
偈
義
。
汝
之
所
願
爲
悉
滿
足
。
若
必
欲
利

諸
衆
生
者
。
時
施
我
身
。
善
男
子
。
我
於
爾
時
深
思
此
義
。
然
後
處
處
若
石
若
壁
若
樹
若
道
書
寫
此
偈
。

即
便
更
繋
所
著
衣
裳
。
恐
其
死
後
身
體
露
現
。
即
上
高
樹
。
爾
時
樹
神
復
問
我
言
。
善
哉
仁
者
。
欲
作

何
事
。
善
男
子
。
我
時
答
言
。
我
欲
捨
身
以
報
偈
價
。
樹
神
問
言
。
如
是
偈
者
何
所
利
益
。
我
時
答
言
。

如
是
偈
句
乃
是
過
去
未
來
現 

在
諸
佛
所
説
開
空
法
道
。
我
爲
此
法
棄
捨
身
命
。
不
爲
利
養
名
聞
財
寶

轉
輪
聖
王
四
大
天
王
釋
提
桓
因
大
梵
天
王
人
天
中
樂
。
爲
欲
利
益
一
切
衆
生
故
捨
此
身
。 

善
男
子
。
我
捨
身
時
復
作
是
言
。
願
令
一
切
慳
惜
之
人
。
悉
來
見
我
捨
離
此
身
。
若
有
少
施
起
貢
高
者
。

亦
令
得
見
我
爲
一
偈
捨
此
身
命
如
棄
草
木
。
我
於
爾
時
説
是
語
已
。
尋
即
放
身
自
投
樹
下
。
下
未
至
地

時
。
虚
空
之
中
出
種
種
聲
。
其
聲
乃
至
阿
迦
尼
吒
。
爾
時
羅
刹
還
復
釋
身
。
即
於
空
中
接
取
我
身
安
置

平
地
。
爾
時
釋
提
桓
因
及
諸
天
人
大
梵
天
王
。
稽
首
頂
禮
於
我
足
下
」
と
あ
る
。 

※
註
記
７
：
藪
中
捨
位
は
、
善
無
為
三
蔵
が
王
位
を
捨
て
て
仏
門
に
入
っ
た
、
と
い
う
故
事
。 



※
註
記
８
：
斷
臂
示
誠
は
、
中
国
禅
宗
の
第
二
祖
の
慧
可
が
達
磨
に
入
門
を
断
ら
れ
、
腕
を
切
り
落
と
し

て
決
心
を
示
し
た
、
と
い
う
故
事
。 

※
註
記
９
：
割
體
表
信
は
、
法
上
菩
薩
か
ら
法
を
聴
き
た
い
た
め
に
自
分
の
身
体
を
売
っ
て
供
養
し
よ
う

と
し
、
少
年
の
姿
に
な
っ
た
帝
釈
天
に
、
腕
を
切
っ
て
血
を
出
し
腿
か
ら
肉
を
切
り
取
っ
て
献
じ
た
、

と
い
う
、
「
施
身
聞
偈
」
の
故
事
。 

※
註
記
１
０
：
索
哆
は
、
薩
埵
、
サ
ッ
タ
（sa

ttv
a

）
、
菩
薩
。 

※
註
記
１
１
：
如
知
は
、
如
来
。 

 

●
本
文
：
粤
我
大
師
僧
正
親
教 

稟
氣
清
了 

智
則
逾
藍 

體
居
非
巨 

心
則
入
神 

三
學
兼
洞 

六
度
周
備 

緇
素
之
歸
憑 
人
天
之
導
師 

一
人
三
公 

師
之
事
之 

四
海
六
趣 

父
之
母
之 

弟
子
中
繼 

幸
遇
大
師 

執
茅
灑
水 

三
十
餘
年
于
今
矣 

提
我
童
耳 

開
我
蒙
心 

日
夕
不
憚

示
法
門
之
奥
義 

寒
暑
不
倦 
賜
成
佛
之
徑
路 

一
句
一
偈 

超
滿
界
之
財 

片
言
片
字 

誰
忘

捨
命
之
恩 

毎
念
此
事 

寢
食
不
安 

書
き
下
し
：
粤こ

こ

に
、
我
が
大
師
僧
正
親し

ん

教
き
ょ
う

、
稟
氣

ひ

ん

き

清
了
に
し
て
智
則
ち
藍あ

い

を
逾こ

え
た
り
。
體
居

た
い
き
ょ

巨
に
非
ず

し
て
心
則
ち
神し

ん

に
入
る
。
三
學

さ
ん
が
く

兼
ね
洞と

う

し
六
度

ろ

く

ど

周
く
備
わ
る
。
緇
素

し

そ

の
歸
憑

き
ひ
ょ
う

に
し
て
人
天
の
導
師
た
り
。



一
人

い
ち
じ
ん

三
公
之
を
師
と
し
之
に
事
え
、
四
海
六

し

か

い

ろ

く

趣し
ゅ

之
を
父
と
し
之
を
母
と
す
。
弟
子
中
繼

ち
ゅ
う
け
い

、
幸
い
に
大
師

に
遇
い
茅か

や

を
執
っ
て
水
を
灑

そ
そ
ぐ

ぐ
こ
と
、
今
に
三
十
餘
年
な
り
。
我
が
童ど

う

耳じ

を
提も

ち
我
が
蒙も

う

心し
ん

を
開
く
。

日
夕

じ
っ
せ
き

を
憚は

ば

か
ら
ず
法
門
の
奥
義
を
示
し
、
寒
暑
を
倦う

ま
ず
成
佛
の
徑
路
を
賜
う
。
一
句
一
偈
滿
界

ま
ん
か
い

の
財

を
超
え
、
片
言

へ
ん
げ
ん

片へ
ん

字じ

誰
か
捨し

ゃ

命
み
ょ
う

の
恩
を
忘
れ
ん
。
此
の
事
を
念
う
毎
に
寢
食
安
か
ら
ず
。 

私
訳
：
こ
こ
に
、
わ
が
偉
大
な
る
師
匠
で
あ
る
護
命
僧
正
、
親
し
き
師
、
生
ま
れ
つ
き
の
気
質
は
清
廉
か

つ
明
晰
に
し
て
、
智
慧
は
そ
の
師
を
し
の
ぎ
出
藍
の
誉
れ
高
く
、
体
躯
は
大
き
く
は
な
い
が
、
心
に
は

神
妙
・
神
聖
な
不
可
思
議
さ
が
あ
る
、
戒
・
定
・
慧
の
三
学
を
兼
ね
つ
ら
ぬ
き
六
波
羅
蜜
を
具
備
し
て

い
る
。
出
家
在
家
を
問
わ
ず
そ
の
拠
り
所
（
依
止
師
）
で
あ
り
人
間
界
・
天
界
の
導
師
で
あ
る
。
天
皇

や
太
政
大
臣
・
左
大
臣
・
右
大
臣
は
僧
正
を
師
と
し
て
仕
え
、
世
界
中
そ
し
て
六
道
の
衆
生
は
僧
正
を

父
母
と
し
て
い
る
。
弟
子
空
海
、
幸
い
に
大
師
に
遇
い
、
茅
を
取
っ
て
き
て
床
に
敷
き
、
土
間
に
水
を

注
い
で
清
め
る
こ
と
（
身
近
に
お
仕
え
す
る
こ
と
）
も
う
三
十
余
年
で
あ
る
。
私
の
稚
拙
な
耳
（
未
熟

な
理
解
力
）
に
手
を
か
け
て
道
理
に
暗
い
心
を
開
い
て
く
れ
た
し
、
昼
夜
を
分
か
た
ず
密
法
の
奥
義
を

教
示
し
、
寒
暑
を
問
わ
ず
即
身
成
仏
の
直
路
を
伝
授
し
て
く
れ
た
。
口
か
ら
出
る
一
句
一
偈
は
世
界
中

の
宝
で
あ
り
、
そ
の
一
言
一
字
に
身
命
を
惜
し
ま
ず
教
え
導
い
て
く
れ
る
法
恩
を
忘
れ
る
は
ず
が
な
い
。



こ
の
こ
と
を
思
う
た
び
に
寢
る
こ
と
も
食
べ
る
こ
と
も
落
ち
着
か
な
い
の
で
あ
る
。 

 
※
註
記
１
：
親
教
は
、
親
し
い
師
。
護
命
の
こ
と
。 

※
註
記
２
：
稟
氣
は
、
生
ま
れ
つ
き
の
気
質
。 

※
註
記
３
：
清
了
は
、
清
廉
明
晰
。 

※
註
記
４
：
藍
は
、『
荀
子
』
勧
学
篇
第
一
の
冒
頭
に
あ
る
有
名
な
「
出
藍
の
誉
」（「
君
子
曰 

学
不
可
以

已 

青
取
之
於
藍 

而
青
於
藍 

冰
水
爲
之 

而
寒
於
水
」
） 

※
註
記
５
：
體
居
は
、
体
躯
、
身
体
の
た
た
ず
ま
い
。 

※
註
記
６
：
神
は
、
神
聖
な
も
の
、
人
知
で
は
わ
か
ら
な
い
不
思
議
な
超
自
然
の
力
。 

※
註
記
７
：
三
學
は
、
戒
（
学
）
・
定
（
学
）
・
慧
（
学
）
。 

※
註
記
８
：
洞
は
、
洞
察
す
る
こ
と
。 

※
註
記
９
：
六
度
は
、
六
波
羅
蜜
。 

※
註
記
１
０
：
緇
素
は
、
前
述
。
黑
（
衣
）
と
白
（
衣
）
、
転
じ
て
出
家
と
在
家
。 

※
註
記
１
１
：
歸
憑
は
、
も
と
に
帰
る
こ
と
と
憑
り
つ
く
こ
と
。
転
じ
て
拠
り
所
。 

※
註
記
１
２
：
一
人
三
公
は
、
天
皇
と
太
政
大
臣
・
左
大
臣
・
右
大
臣
。 

※
註
記
１
３
：
四
海
は
、
前
述
。
須
弥
山
を
囲
む
四
方
の
海
。
転
じ
て
世
界
。 

※
註
記
１
４
：
六
趣
は
、
前
述
。
六
道
。 

※
註
記
１
５
：
弟
子
中
繼
は
、
護
命
の
弟
子
。
空
海
の
こ
と
。 



※
註
記
１
６
：
童
耳
は
、
子
供
の
よ
う
な
耳
。 

※
註
記
１
７
：
蒙
心
は
、
道
理
に
暗
い
心
。 

※
註
記
１
８
：
滿
界
は
、
世
界
中
。 

※
註
記
１
９
：
捨
命
は
、
身
命
を
惜
し
ま
ず
教
え
導
く
、
の
意
。 

 

●
本
文
：
加
以 
大
師 

壽
則
隣
重
耳 

現
生
之
壽 

齢
則
及
釋
尊
示
終
之
年 

一
喜
一
悲 

心
魂

易
感 

謹
捧
十
八
種
之
道
具 

表
不
共
之
佛
法 

調
二
四
音
之
伎
樂 

顯
正
道
之
法
味 

伏
乞 

大
師 

慈
哀
納
受 
于
時 

天
氣
清 

山
林
錦 

蛬
沈
壁
傍 

鴈
翔
雲
端 

松
竹
懸
琴 

桂
影
瑩

鏡 

對
斯
節
物 

誰
不
述
懐 

乃
賦
詩
曰 

書
き
下
し
：

加

以

し
か
の
み
な
ら
ず

、
大
師
、
壽と

し

則
ち
重
耳

ち
ょ
う
じ

の
生
を
現
わ
す
壽
に
隣

と
な
り

し
、
齢

よ
わ
い

則
ち
釋
尊
の
終
り
を
示
す

の
年
に
及
ぶ
。
一
喜
一
悲
、
心
魂
感
じ
易
し
。
謹
ん
で
十
八
種
の
道
具
を
捧
げ
、
不
共

ふ

ぐ

の
佛
法
を
表
す
。

二
四
音

じ

し

お

ん

の
伎
樂

ぎ

が

く

を
調

と
と
の

え
、
正
道

し
ょ
う
ど
う

の
法
味

ほ

う

み

を
顯
わ
す
。
伏
し
て
乞
う
、
大
師
、
慈
哀

じ

あ

い

納
受

の
う
じ
ゅ

せ
ん
こ
と
を
。

時
に
天
氣
清
ら
か
に
し
て
山
林
錦
な
り
。
蛬

こ
お
ろ
ぎ

壁
の

傍
か
た
わ
ら

に
沈
み
、
鴈が

ん

雲
端

う
ん
た
ん

を
翔と

ぶ
。
松
竹
琴き

ん

を
懸か

け
、



桂け
い

影え
い

鏡
を
瑩み

が

く
。
斯こ

の
節
物

せ
つ
ぶ
つ

に
對こ

た

え
、
誰
か
述
懐
せ
ざ
ら
ん
。
乃
ち
賦ふ

の
詩
に
曰
わ
く
、 

私
訳
：
加
え
て
大
師
は
、
長
寿
を
全
う
し
た
老
子
が
こ
の
世
に
生
ま
れ
た
と
い
う
八
十
一
才
に
一
つ
だ
け

足
ら
ず
、
齢
は
釈
尊
の
示
寂
の
年
令
に
及
ぶ
。
あ
る
い
は
喜
び
あ
る
い
は
悲
し
み
、
心
の
芯
は
感
じ
や

す
い
人
で
あ
る
。
謹
し
ん
で
十
八
種
類
の
日
用
品
や
法
衣
類
を
差
し
上
げ
、
凡
夫
・
声
聞
・
縁
覚
と
は

共
に
な
ら
な
い
大
乗
の
立
場
か
ら
意
を
表
わ
し
た
。
（
ま
た
余
興
に
）
八
音
の
調
べ
を
奏
し
技
芸
面
の

舞
楽
を
演
じ
、
サ
ト
リ
へ
の
道
の
妙
味
を
顕
わ
し
た
。
伏
し
て
願
わ
く
は
、
大
師
、
私
の
微
志
を
広
い

心
で
思
い
や
り
受
け
と
め
て
く
だ
さ
ら
ん
こ
と
を
。
時
に
、
天
気
晴
朗
に
し
て
山
林
は
錦
の
如
き
紅
葉

で
あ
る
。
こ
お
ろ
ぎ
は
壁
の
そ
ば
で
集
き
、
雁
は
雲
の
端
を
飛
ん
で
い
く
。
松
竹
は
琴
の
よ
う
に
風
に

鳴
き
、
澄
ん
だ
月
の
光
は
鏡
を
磨
い
た
よ
う
に
明
る
い
。
こ
の
秋
の
季
節
の
風
物
に
答
え
て
誰
も
想
う

と
こ
ろ
を
述
べ
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
賦
の
詩
文
に
し
て
申
し
上
げ
る
。 

 

※
註
記
１
：
重
耳
は
、
『
神
仙
伝
』
で
言
う
老
子
の
こ
と
。 

※
註
記
２
：
十
八
種
は
、
大
乗
の
僧
が
身
辺
に
置
く
十
八
物
。
楊
枝

よ

う

じ

・
澡そ

う

豆づ

（
豆
の
粉
で
作
っ
た
洗
い
粉
）・

三さ
ん

衣ね

（
九
条
あ
る
い
は
二
十
五
条
の
袈
裟
（
大
衣
）
と
七
条
袈
裟
と
五
条
袈
裟
）・
瓶
・
鉢
・
坐
具
・
錫

し
ゃ
く



杖
じ
ょ
う

・
香
炉
・
漉ろ

く

水
嚢

す
い
の
う

（
水
を
漉
す
袋
）・
手
巾

し
ゅ
き
ん

（
手
拭
き
）
・
刀
子

と

う

す 

（
小
刀
）
・ 

火
燧

ひ
ひ
う
ち

（
火
打
ち
石
）
・

鑷
子

に
ょ
う
す

（
鼻
毛
抜
き
）
・
縄

じ
ょ
う

床
し
ょ
う

（
縄
で
作
っ
た
座
具
・
い
す
）
・
経
本
・
戒
本
・
仏
像
・
菩
薩
像
。 

※
註
記
３
：
不
共
は
、
大
乗
の
こ
と
。
凡
夫
・
声
聞
・
縁
覚
と
共
有
し
な
い
、
の
意
。 

※
註
記
４
：
二
四
音
は
、
八
音
。
金
・
石
・
糸
・
竹
・
匏ほ

う

（
ふ
く
べ
）
・
土
・
革
・
木
。 

※
註
記
５
：
伎
楽
は
、
伎
芸
面
を
か
ぶ
っ
て
舞
う
舞
楽
と
音
楽
を
担
当
す
る
雅
楽
に
よ
る
演
奏
。 

※
註
記
６
：
正
道
は
、
八
正
道
。
サ
ト
リ
へ
の
道
。 

※
註
記
７
：
慈
哀
納
受
は
、
広
い
心
で
思
い
や
り
受
け
と
め
る
こ
と
。 

※
註
記
８
：
桂
影
は
、
月
に
桂
の
木
が
生
え
て
い
る
伝
説
。
月
の
光
、
の
意
。 

※
註
記
９
：
賦
は
、
一
般
に
韻
を
踏
ん
だ
詩
、
の
意
。
あ
る
い
は
、
漢
文
の
韻
文
体
。
故
事
や
成
句
な
ど

を
交
じ
え
、
対
句
を
多
く
用
い
自
分
の
感
想
な
ど
を
述
べ
る
詩
文
。 

 

●
本
文
：
秋
風
颯
々
飄
黄
葉 

桂
月
圑
々
泣
白
露 

蟲
響
悲
哀
愍
草
間 

鴈
聲
斷
續
疎
天
路 

 
 
 

 

大
師
今
歳
臨
重
九 

經
論
講
談
幾
許
度 
悲
智
津
梁
比
舟
筏 

怨
親
兼
愛
濟
緇
素 

 
 
 

 

提
我
童
蒙
灑
醍
醐 

開
余
生
瞽
示
正
路 
粉
身
碎
體
何
能
答 

唯
憑
風
疾
白
牛
輅 

 
 
 

 

天
長
六
年
九
月
十
一
日 



書
き
下
し
：
秋
風
颯
々

さ
つ
さ
つ

と
し
て
黄
葉
を

飄
ひ
る
が
え

し
、
桂
月

け
い
げ
つ

圑
々

だ
ん
だ
ん

と
し
て
白
露
に
泣
く
。 

蟲む
し

の
響
き
の
悲
哀
草
の
間
に
愍

あ
わ
れ

み
、
鴈が

ん

の
聲
の
斷
續
天て

ん

路ろ

に
疎

ま
ば
ら

な
り
。 

 
 

 
 

 
大
師
、
今こ

歳と
し

重
ち
ょ
う

九く

に
臨
み
、
經
論
を
講
談
し
て
幾
許

い
く
ば
く

の
度
か
。 

悲ひ

智ち

の
津し

ん

梁
り
ょ
う

舟
し
ゅ
う

筏ば
つ

に
比
べ
、
怨お

ん

親し
ん

兼
ね
愛
し
て
緇
素

し

そ

を
濟す

く

う
。 

 
 

 
 

 

我
が
童
蒙
を
提も

ち
て
醍
醐
を
灑
ぎ
、
余
の
生
瞽

せ

い

こ

を
開
い
て
正
路

し
ょ
う
ろ

を
示
す
。 

 

身
を
粉こ

に
し
體
を
碎く

だ

く
も
何
ぞ
能
く
答
え
ん
。
唯
だ
風
疾は

や

く
し
て
白

ひ
ゃ
く

牛
ぎ
ゅ
う

の
輅

く
る
ま

を
憑た

の

む
の
み
。 

 
 

 
 

 

天て
ん

長
ち
ょ
う

六
年
九
月
十
一
日 

私
訳
：
秋
風
が
さ
さ
っ
と
吹
い
て
落
葉
を
舞
い
上
が
ら
せ
、
月
は
円
く
し
て
（
侘
し
さ
の
）
涙
に
そ
の
影

を
映
す
。 

虫
の
音
は
（
短
い
命
の
）
哀
調
を
帯
び
て
草
間
に
哀
れ
み
を
響
か
せ
、
雁
が
断
続
的
に
啼
く
声
は

大
空
の
飛
行
路
に
ま
ば
ら
で
あ
る
。 



偉
大
な
る
師
は
、
今
年
八
十
一
才
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
経
典
論
書
を
講
じ
る
こ
と
多
く
、

も
う
幾
た
び
に
な
る
だ
ろ
う
か
。 

大
悲
と
智
慧
の
橋
渡
し
（
＝
護
命
）
は
、
彼
岸
に
至
る
舟
を
連
ね
た
筏
（
＝
方
便
）
に
等
し
く
、

怨
恨
と
親
愛
を
と
も
に
愛
し
て
出
家
・
在
家
を
救
う
。 

私
の
稚
拙
な
（
仏
法
を
聴
く
）
耳
や
道
理
に
暗
い
心
に
手
を
差
し
の
べ
て
、
仏
教
の
奥
義
（
醍
醐

味
）
を
注
ぎ
（
教
え
）
、
私
の
生
来
の
（
仏
法
に
対
す
る
）
盲
目
を
開
い
て
サ
ト
リ
へ
の
正
し
い

道
筋
を
示
し
て
く
れ
た
。 

身
を
粉
に
し
身
体
を
砕
い
て
励
ん
だ
と
し
て
も
そ
の
恩
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
た
だ
、

『
法
華
経
』
の
「
三
車
の
火
宅
」
に
言
う
大
白
牛
車
（
法
華
一
乗
）
の
よ
う
に
、
密
教
一
乗
の
風

を
速
く
吹
か
せ
る
だ
け
で
あ
る
。 

 

※
註
記
１
：
颯
々
は
、
風
が
小
気
味
よ
く
吹
く
様
。 

※
註
記
２
：
飄
は
、
舞
い
上
が
る
風
、
風
に
吹
か
れ
て
舞
い
上
が
る
様
。 

※
註
記
３
：
桂
月
は
、
月
、
月
の
光
。 

※
註
記
４
：
圑
々
は
、
月
が
円
い
こ
と
。
満
月
。 

※
註
記
５
：
重
九
は
、
九
を
重
ね
て
九
九
＝
八
十
一
。
重
陽
の
節
句
と
は
ち
が
う
。 

※
註
記
６
：
悲
智
は
、
大
慈
悲
と
サ
ト
リ
の
智
慧
。 

※
註
記
７
：
津
梁
は
、
橋
渡
し
。 



※
註
記
８
：
怨
親
は
、
怨
み
や
親
愛
。 

※
註
記
９
：
緇
素
は
、
前
述
。
黑
の
法
衣
と
白
の
法
衣
、
転
じ
て
出
家
と
在
家
。 

※
註
記
１
０
：
童
蒙
は
、
前
述
。
童
は
童
耳
、
蒙
は
蒙
心
。 

※
註
記
１
１
：
生
瞽
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
の
盲
目
。 

※
註
記
１
２
：
正
路
は
、
サ
ト
リ
へ
の
正
し
い
道
筋
。 

※
註
記
１
３
：
風
は
、
密
教
の
風
、
と
と
る
。 

※
註
記
１
４
：
白
牛
輅
は
、『
法
華
経
』
譬
喩
品
に
説
か
れ
る
有
名
な
「
三
車
火
宅
の
譬
え
」
に
出
て
く
る

大
白
牛
車
。
法
華
一
乗
の
教
え
＝
『
法
華
経
』
の
喩
え
。
こ
こ
は
、
法
華
一
乗
に
喩
え
た
密
法
と
と
る

べ
き
だ
ろ
う
。 


